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【ABSTRACT】Practice teaching involves many risks.  It is so important for the school to keep in close 
contact with acceptance organizations of the practice and to manage the practice appropriately.  For that 
purpose, it is indispensable that the two parties conclude the “Practice Contract”. However, legal meaning 
and legal relations of the parties in this contract are not definite.  This report will try to examine these 
problems.   

































































                                                   
1 当事者の一方（委任者）が、相手方（受任者）に法律行為をすることを委託するのが委託契約である（民法643条）。これに対し、
法律行為以外の事務を委託する契約を準委任契約といっているが、準委任契約には委任契約の規定が準用されることとされており（同
656条）、準委任も委任に変わりはない。準委任契約の典型的なものとしては、医師への診療依頼、介護サービスの提供、幼児の監護
保育の依頼などが考えられる。 
2 ただし、必要な事前指導を受けていることを前提に、実習生が実習に際してどの程度の注意義務を負うかによって、養成校の負う
べき責任の度合いや、実習先の責任のあり方も変わってくるものと思われる。この点については今後さらに検討が必要である。 
